
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

富士中１ 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

文理平均 ３２．６ ３６．０ ３６．０ ３６．６ ３６．８ １７７．９ 

学校平均 ２６．１ ２６．７ ２３．８ ２８．８ ２５．７ １３１．１ 

差異 ＋６．５ ＋９．３ ＋１２．２ ＋７．８ ＋１１．１ ＋４６．８ 

岩松中１ 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

文理平均 ３５．８ ３３．９ ３０．２ ２９．３ ３６．０ １６５．２ 

学校平均 ２７．１ ２４．２ １９．５ １９．５ ２６．２ １１７．３ 

差異 ＋８．７ ＋９．７ ＋１０．７ ＋９．８ ＋９．８ ＋４７．９ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の教育課程改訂により、中学生の学習内容は年々高度化・増加しています。授業進度も速まり、定期テストや入試に求められる力は確実に高くな

っています。こうした環境の中で重要になるのが、「早い段階から学習習慣を確立すること」です。中学１年生のうちに通塾を開始すると、 

・家庭学習のリズムが整う  ・定期テスト対策に余裕をもって取り組める  ・苦手単元を早期に克服できる といった大きな利点があります。 

学力差は、難しい内容に入ってから広がるのではなく、基礎の定着段階で少しずつ生まれていきます。だからこそ、学習内容が本格化する前の準備期間

が重要です。早期入塾は、単なる「先取り」ではありません。自ら机に向かう姿勢を育て、学ぶことへの自信を積み重ねるための土台づくりです。余裕のあ

るスタートが、その後の大きな伸びにつながります。将来の選択肢を広げるためにも、早期からの通塾をぜひご検討ください。 

中島校 校舎長 小倉 智史 

 

 


